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子どもの 声 と音楽的表現 く3 ）

かかわ り ・身体 ・イメ
ージの視点から

○今川　恭子　　　　　志民　
一成

（東京芸術大学）　　　 （東京成徳短期大学）

はじめに

　声を介した子どもの表現が意味をもつ の は，棺互 作

用し合う他者との かか わりや，子ども を取り巻く様々

なモ ノ との かかわりの 中，さらに子 どもが経験す る （し

て きた）諸々 の 事象との脈絡 の中におい て で ある。

　こ うした 観点か ら考 え る と，意味 と い う側面も含め

て 子どもの 音声表現 の 育ち を解明 す るた め には，外側

に現れ 出た音 のみ を対象化 して 分析す る ので は不十分

である 。

一方で は子 どもの音声表現が生み出され る文

脈 の 中で の意味形成プロ セ ス の検討，そしてもう
一方

で は 声の分析とが，有機的な関連づけをもっ て なされ

なけれ ばな らな い。

L 目的

　本研究は上記の ような立場に立ち，幼稚園における

様 々 な場 面 で の子 どもの 音声表現を取り上げて，下記

の      を 目的 と して 行わ れ る e

  声を介した子ども の 表現がど の ような 脈絡 を も っ て

　生起して い るの か を検討す る こ と に よ っ て ，そ れ ら

　がかかわ りの 中で こそ 意味を帯びる もの で あるこ と

　を示 す。

  今川 ・志民 （2002 ，2003a ）が ，声を介した子ど

　もの 表現 を捉 え る ため の 重要な視点 と して提示 した，

　 「かかわ り」，「身体 」，「イ メージ」 の 視点か らの 具

　体的な事例分析を提示 して，視点の 有効性を確認す

　 る。

  上に 関連づけて，そ れ ぞれの事例における音声の特

　徴を分析し，声を介した子どもの 表現の育ちの道筋

　を描きだすための
一

つ の 契機 とす る。

ll．方法

　以下 に取 り上げて 分析
・検討す る事例は，東京都杉

並区の N 幼稚園 に お い て 継続中の フ ィ
ール ドワ

ー
ク を

通 して 収 集 した もの で ある。観察者 （今川）は週 に 1

回園を訪れて子どもたちと 1 日を過 ご し，フ ィ
ー

ル ド

メモ をとりながらMD に よ る録音を行っ た。子 ども た

ちに対して は，自然的な態度で 関わっ て い る。そ の結

果，事例中に も見られる ように，時として子 ども と の

あい だに緊密なやりとりが発生す るこ ともあ っ た。こ

う した場合も，観察者自身の 行動を含めて，そ の場 に

起 こ っ た現象を出来る だけ網羅的 に記録 し，かかわ り

も含めた考察の 対象とした。

　収集したデー
タの 中か ら事例を抽出し

ω ，フ ィ
ー

ル

ドノートに基づく文脈の解釈と併せ て ， 機器による音

声の 分析を行 っ た。

皿．事例 と考 察

L　かかわりの 中で 形づくられ，意味を帯 び る 声

［事例 1 ：粘土 の 携帯電話で の や りと りか ら発展 した

Y 男の 表現］

　4 歳児ク ラ ス の 部屋で は，ダ ン ボ
ー

ル箱をつ なげて

「ねずみ の 穴」 に見立て たもの を通 り抜けなが ら，子

どもたちが遊んで い る。

　 Y 男は，冬休み 中の ス キ
ー

で骨折 して動けな い ため，

ねずみの 穴で 遊ぶ こ とが出来ず，教室の隅 の ままごと

コ
ー

ナ
ーに座 っ て 粘土を粘土板の 上 で こね て い る。Y

男は 粘土で 「キ ノ コ 」 や 「携帯電話」 を次 々 に作 り，

観察者 はそれ ら を介 して Y 男 と い ろ い ろ なや り と りを

して い た。

　そ の うち，粘土 の携帯電話は 2 つ に な り ，

一
方を

Y 男，もう
一方を観察者が持 っ た。Y 男 と観察者 との

問で の や りとりは，言葉を中心としたもの か ら，擬音

語な ど を 交えつ つ 次 々 と形 を変え，二 人の 間に成立す

る意味も ま た変容 して い っ た。や が て二 者間で 交換さ

れ る 音声自体 の 面白さ を意識しはじめた Y 男が，「ズ

ンズン チ
ー ズ ンズ ンチ

ー　ズンズン ズ ンズ ン ズンズ

ン チ
ー…　 」 とヴォ イ ス パ

ー
カ ッ シ ョ ンの よ うな声

を出 し始 め た。これ に観察者が応じた こ とか ら，Y 男

の音声表現 は ［譜例 1］の ようなもの に 発展して い っ

た。 （2003年 1月 29 日）

謂例 1

一
， コ

「
一 一 匚 一 一一

ズ ン ズ ン チ ー　　　ズ ン ズン チ
ー
　　　ズ ン ズ ン ズ ン ズン　　ズン ズン チ

ー

Y 男　　　　　　　　　　 観察者　　　　　　　Y 男

一 コ ー一

ド ゥ ド ， ン　ドゥ ン　ドゥ ド ゥ ン　チ チ チ
ー
　チ チ

ー
　ドゥ ドゥン 　ドワ ン 　ド ， ドワ ン

一 688 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

2．イ メージ と声の コ ン トロ
ール

［事例 2 ：動物 の イメージ が 生 み 出す裏声と地 声の 使

い 分け」

　3 歳児 ク ラ スの S 男は ， お帰りの挨拶が終わっ たあ

と，園庭で待つ 母 の と ころに は直行せず，テラス にお

い て ある ド
ール ハ ウス の 中で 熊と猫 の 人形を動かしな

がら，一
人で遊んで い る。猫が熊 に追 い かけられて い

るよ うだ 。 ドール ハ ウス の 中を逃げ回 る猫を動か しな

がら，
1

「よ い しょ よ い しょ 」，「わ
一，やだやだにげろ」

などと，かな り高い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 譜例 2

裏声 を 使 っ て い る

［譜例 2］。一
転 し

て 熊を動 か す 時 は

「ガオ
ー，オ

ー
」．と，

低い 地声になる。

　裏声と地声の 対照的な声 の 使い 分けとい う，大人に

とっ て は 困難も伴うよ うな声の 技能を，S 男は 猫 と熊

の イメ
ージ に基づい て ，ほ とん ど無意識的に駆使 して

い る こ とが伺える。
』
（2002 年 2 月 6 日）

3．身体の動きが結ぶ イ メージ と声

匸事例 3 ： 「風」 を表す動きと裏声の
一
致］

　4 歳児 ク ラス め
一・

斉 歌唱の 場 面。保育者の ピア ノ伴

奏 に あわ せ て ，子 ど もた ち は ゴザ に 座っ て，（北風小

僧の寒太郎〉を歌っ て い る。地声で 歌っ て い た子ども

た ち の一部が，「♪ヒュ
ーン　ヒ ュ

ーン　ヒュ ル ル
ー

ン　ル ン ル ンル ン」 の フ レーズに さ しか か っ た時，右

手 の 人差 し指 で 自分の 胸 の 前あた りに 輪を描 きなが ら，

裏声 を使 っ て 高 い声 を出 した 匚譜例 3］。．．　　　　 ，

鼬例3

ヒュー
ン 、　 ヒュ　

ー
ン 　 ヒュル ル

ー
　 ン 　ル ン ル ン ル ン

　こ の 時の子ども た ち の声 は，従来我々 が見逃しがち

で あ っ たような高 い 能力を示 して い る。そ して こ の よ

うな声に よ る表現の技能の背後に は，身体の 動きが風

の イメ
ー

ジと裏声とい う所産 と を結ぶ 要 と して存在し
’

て い る。ともす る と孤立 した活動として 扱われがちな

一斉歌唱も，子ども た ちの 日常的な経験と連環した表

現の ひ とつ である こ とがわか る。（2003年 3月 5 日）

行す る とい うよ りは，遊びを 中心 と した幼稚園生 活 に

お ける 多様な場面に お い て ，さ まざ ま なか か わ りを通

して多彩な形を示しながら展開して い る ， とい うこ と

である。 3つ の視点につ いて は，実際の子 どもの 表現
．
の 中で は かかわ りを基盤と してすべ て絡み合っ た 要因

とな っ て 働 い て い るが，子どもの 音声表現 の 背後を読

み 解く視点 と して は有効 で ある と い えよ う。

　 事例 の分析 は また，子どもの声 の能力的側面，特 に

声域および声区 の 自覚的 コ ン トロ
ー

ル に つ い て も，子

どもは従来考え られて きたよりもはる かに豊かな可能

性を もつ こ と を明 らか に した。っ ま り，子ども の 声を

介 した表現め育ちは，一
つ の 領域 の 中で の 能力の 伸長

だけを見てい る の で は，捉え きれ な い の で ある 。

　 更に 多 くの 事例 を，か か わ り，身体，イ メージ の視

点から検討 して い く必要性が示唆されたと言 っ て よい 。

注

（1） 本稿 は，あ る音 声表 現が音楽的で あ る か ど うか

　　を予め明確な
一

線 に よっ て 画 して カ テ ゴ ライ ズす

　　る 立場をとっ て い ない。したがっ て，事例の 抽出

　　に あたっ て は，我々が文化的な慣習の 中で音楽的

　　と受け止める 傾向に ある よ うな徴候が音の中に見

　　出される 場面を抜き出して い る。こ うして ，帰納

　　的に子 ど もの音声表現 における
’
f音楽的ゴなる も

　　の を規定して い こ うとする立場で ある 。
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】V．まとめ

　分析 ・検討した事例は，色々 な場面 における子ども

の 声で あ る。これらが示 す こ とは，声を介した表現の

育ちが，大人の カ テゴリーの境界の 中に 閉ざされて 進
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